
墨 田 区（報道）            

                  令和５年３月 27 日 佐藤 
～ 23 区初導入！障害者手帳の情報をアプリに登録して、スマホで気軽に持ち運び ～ 

デジタル障害者手帳アプリ導入、一部の
区施設では画面の表示で割引が可能に 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《概要》ミライロＩＤ（ミライロアイディー） 
利用開始日：令和５年３月 27 日（月）より 
利用料金：無料 
対象施設等：墨田区総合体育館（錦糸4-15-1）、両国屋内プール（横網 1-8-1）、すみだスポーツ健

康センター（東墨田 1-6-1・3/31 まで休館）、フクシ･エンタープライズ墨田フィールド
（墨田区総合運動場・堤通 2-11-1）、すみだ郷土文化資料館（向島 2-3-5・3/28 まで休
館）、すみだ生涯学習センター（東向島 2-38-7）、隅田公園自動車駐車場（向島 5-6）、
すみだ北斎美術館（亀沢2-7-2）、ひきふね図書館（京島1-36-5）、区内循環バス「すみ
だ百景すみまるくん・すみりんちゃん」（3/27 時点・順不同） 

注意事項：利用できる区内公共施設等の利用料金等の減免を受ける場合のみ利用できるもので、本人
確認書類とはならない。 

詳細（区ＨＰ）： https://www.city.sumida.lg.jp/kenko_fukushi/syougai/sumida_mirairoid.html 

《写真》①②アプリ利用時のイメージ                        ③施設の窓口イメージ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《問合せ》障害者福祉課 ℡03-5608-6466 

※お問い合わせは午後５時までにお願いします。（広報広聴担当 ℡03-5608-6220） 

墨田区は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。 

区は、障害者手帳の情報をスマートフォンに登録することができるアプリ「ミライロＩＤ」を２３区
で初めて導入、本日 27 日（月）より運用を開始しています。本アプリの画面を提示することで、一部
の区施設の利用や区内循環バスの乗車において、紙の手帳と同様に利用料金の障害者割引を受けること
ができるようになります。 

また、ミライロ ID を活用することで、当事者が「障害者手帳を周囲に見られること」への心理的負
担を軽減することにつながると想定され、利用者にとっては非常に大きなメリットとなります。 

さらに、複数の手帳の情報をまとめて管理することができるため、手帳の持ち運びの手間を軽減する
ことができるとともに、紛失のリスクなども軽減することができます。 

区内では、すみだ北斎美術館や墨田区総合体育館など10 の施設や交通機関において、アプリ画面の
提示での割引適用が開始されます。 

利用者からは「このアプリをいろいろな公共施設やバスで使えたらいいなと思っていたので嬉しいで
す。」といった声も聞かれ、便利に活用できることを喜んでいました。 

区の職員は「まずは区内１０の公共施設や交通機関で利用が可能です。アプリの導入も簡単ですので、
ぜひご活用ください。」と話しました。区では、今後もさらに便利に活用していただけるよう、本アプ
リを活用できる場面を増やせるようにしていく予定です。 

https://www.city.sumida.lg.jp/kenko_fukushi/syougai/sumida_mirairoid.html

